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大事なこと、ゆっくり考えよう 
 
「優生保護法（ゆうせいほごほう）」と「強制不妊手術（きょうせい

ふにんしゅじゅつ）」 
 

「ゆうせいほごほう」や「きょうせいふにんしゅじゅつ」の裁判があ

って、ニュースでやっています。 
 
わたしたち障害者は、「おとった人だから子どもをつくったらダメ」、

と国から言われてきました。 

「ゆうせいほごほう」という法律で、子どもをつくれないからだにす
る手術を受けてきました。 

1948 年から 1996 年まで、そういう法律がありました。 

たくさんの障害者が、むりやり手術を受けました。 
内緒でやられた人もたくさんいます。 
 
障害のあるわたしたちにとっても、恋、結婚、子どもをつくり育てる
ことは、とても大事なことです。 
 
その大事なことを、国や社会はこれまで「ダメ」と言ってきました。 
そして、私たちにむりやり手術をしてきました。 
 
むずかしいこともありますが、わたしたちにとって大事なことです。 

一緒に、ゆっくり、ちょっとずつ、勉強して、考えていきましょう。 

ＪＣＩＬ・ピープルファースト京都 合同勉強会 

ZOOM 

ミーティング ID: 835 1166 9919 

パスコード: 193542 

担当： こいずみ 

 



生活保護はみんなのものだ！

2022 年 5 月 22 日（日） 14:00 
講師：中野加奈子さん（京都新生存権裁判を支援する会事務局）
当事者のアピールなど
場所：京都市地域・多文化交流ネットワークサロン
（オンライン参加希望の方は、お問い合わせください。メール:seizonkendemojitu@gmail.com ）

コロナ禍、物価上昇から市民の生活を守るための集会

コロナ禍の長期化、ロシアのウクライナ侵攻などを受けて、生活必需品の価格が上昇しています。 ガソリン、灯油などの燃料にとどまらず、
パン、めんなどの小麦製品、ソースやマーガリンなどの調味料も軒並み値上げとなり、今後、電気・ガスなどの公共料金も値上げが避けられ
ない状況です。
そんな中でも生活保護の基準は引き下げられたままです。2013 年に 670億円という過去最大規模の引き下げがはじまり、2020 年までに
断続的に引き下げられました。
その間で裁判が闘われ、多くの原告が立ち上がっています。 生活保護は市民の生活を下支えする「いのちのとりで」です。この基準を引き
下げは、日本の貧困ラインの引き下げに つながります。
国はコロナ禍をうけて、ようやく「生活保護は国民の権利」と広報をはじめ、地方自治体でも同様の動 きが広がっています。しかしながら、
生活保護の利用は増えていません。それは、政府・メディアが主導したさまざまな「生活保護バッシング」によるネガティブなイメージの定着や、
扶養照会の強要など申請をためらわせる窓口対応などによるものです。生活保護を利用する要件を満たしている人の3割しか制度を利用
しておらず、この「捕捉率」の低 さは先進国の中でも際立っています。
政府は 2023 年の生活保護基準の改定に向けて作業を始めていますが、遅すぎます。
市民の生活がますます苦しくなる中で、早急に生活保護基準の引き下げを撤回し、引き上げを行うべきです。一時的な給付金も必要です
が、あくまでベースとなる保護費の基準を引き上げることなしには、困窮している人たちの生活は成り立ちません。
生活保護基準を引き上げ、困った人が普通に利用できる制度にしていために私たちは活動を続けます。ご支援ご協力をお願いします！



生活保護、引き下げやめて充実を！
▶私たちは生活保護を利用しながら地域で暮らす障害者
を中心メンバーとする集まりです。
▶生活保護は 2013 年から 3 年かけて 670 億円という過
去最大規模の引き下げが行われ、2018 年 10 月から 3 
年かけて 160 億円が引き下げられました。
▶食費や光熱費に使われる生活扶助だけではなく、家賃
に使われる住宅扶助や暖房などに使われる 冬季加算
なども引き下げられ、利用者の生活はますます困窮して
います。
▶障害者など一般の就労が難しい人たちにとって、生活
保護は必要不可欠な制度です。
▶生活保護は、就学援助、最低賃金、公営住宅家賃の
減免、など様々な制度に連動し、 利用していない人た
ちにも無関係ではありません。
▶引き下げに反対して、全国３０の裁判所で１０００人を
超える原告がたたかっています。
▶京都では昨年 9 月に判決がありましたが、原告の窮状
を全く顧みないまま訴えを退ける不当判決でした。 私た
ちは公正な判決を勝ち取るまで闘います。
▶私たちは生活保護の引き下げに反対しています！

＜会場＞
京都市地域・多文化交流ネットワークサロン

〒601-8006
京都市南区東九条東岩本町31

生存権を求める京都デモ２０２２実行委員会
住所：京都市南区東九条松田町２８ メゾングラース京都十条１０１
電話：０７５－６７１－８４８４ メール：seizonkendemojitu@gmail.com 





 

 

 

 

 

 
JCILはハラスメント防止の 

取り組みを進めていきます！ 

安心して働くことができる

ハラスメントのない労働環

境を作るために、相談窓口

の設置に向けて準備を進め

ています。 

また、研修も行う予定です。 

ハラスメントとは、相手に不快感や 
脅威を与える不適切な言動です。 

「冗談やん」「このぐらいフツー」「そんなつもりじゃなかった」 

ではすみません。自分ではそのつもりがなくても受け手が不快に感
じれば、ハラスメントになりえます。ハラスメントは明らかな人権
侵害です。 

① 優越的な関係を背景とした言動 

② 業務上必要かつ相当な範囲を超えたもの 

③ 労働者の就業環境が害されるもの 

介助現場における

ハラスメント 

性的指向・性自認

や病歴、出自など、

個人情報の暴露 

受け止め方には個人差があります！ 
その場にどのような背景を持つ人がいるのかは、わ
かりません。 
冗談で言ったことが知らない間に誰かを傷つけて
いるかも…… 
想像力や配慮、自覚が必要です。 

今年度のシンポは、京都市居宅介護等事業連絡協議会との共催になったことで、例年以上に幅
広い立場の方々にお話しいただき、障害者の地域生活をどうやって進めていったらよいか、様々
な角度から考えることができたと思います。 
 おかげさまで、参加者の皆さんからもご好評の声をたくさんいただきました。参加者、登壇者、
スタッフなどすべての関係者のみなさん、本当にありがとうございました。 
 平日だったのでリアルタイムで参加できなかったかたもおられると思います。この録画をお知
り合いやご友人にもお知らせいただけると幸いです。 

 
※それぞれの YouTube の内容説明のところに、資料のスライドの保存先 URL を載せています

のでご参照ください。 
 
1/20 開催分 https://youtu.be/fyjSspRME6c 

 

2/3 開催分 https://youtu.be/OejIi6-btfg 

「当事者、支援者、家族、みんなが安心できる地域での生活とは？ 

～障害のある人たちが地域で支援を得ながら暮らしていくために～」 
 

※ 第 36回 国際障害者年連続シンポジウム YouTube公開 ※ 
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